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埼玉支部（設立2004年12月11日）

校友会埼玉支部は、20代から90代までの幅広い世代の校友が集まり和気あいあいと活動
しています！大宮キャンパスを本拠地とし、埼玉在住をはじめ、在勤や関係者などからご参
加いただく方が多く、和敬協力のもとフレンドリーな雰囲気の支部です！毎年、酒蔵巡りな
どの楽しい日帰り旅行を企画しています！

現学生と一緒に作る総会・懇親会 楽しい懇親会

三代目支部長　佐藤 勝さん

初代支部⾧　　泉澤定雄 先輩
二代目支部⾧　𠮷池富士夫 先輩 

会員登録
はこちら

公式LINE
はこちら

Vol.01

芝浦工業大学校友会埼玉支部
E-mail：sit.saitamashibu@gmail.com

皆様のご参加
お待ちして
おります！

お問い合わせ

校友会支部紹介
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広報芝浦
Summer 2026.08

創発棟（Emergence Hub）
―持続可能な未来を拓く新たな教育研究拠点―

特
集



7月17日(金)　4回戦　神宮球場
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

淑徳 1 3 0 5 2 11
芝浦工大附 0 0 0 0 0 0

7月14日(火)　3回戦　大田スタジアム
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

芝浦工大附 0 0 0 3 2 0 0 4 0 9
鷺宮 0 1 2 0 3 0 1 1 0 8

7月8日(水)　2回戦　神宮球場　　
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

品川翔英 3 0 1 0 1 1 0 6
芝浦工大附 0 0 1 4 0 9 × 14

(表紙)
大宮キャンパス創発棟（９号館）

創立100周年記念事業（O-CAMP2027）
の中核を担うプロジェクトとして、持続
可能な未来を拓く新たな研究拠点として
2026年4月に新設。詳細は4～7ページ
をご覧ください。

IN
D

E
X

附属高野球部が 
全国高校野球選手権東東京大会 
4回戦（ベスト32）進出！！ 
部員13人で11年ぶりの快進撃！！

22 SITニュース

08 ［特集2］ 

一人ひとりに寄り添う支援が、 
確かな進路実績へ

14 SIT Academic Column

デジタル技術と建築再生の両輪で
建築の価値を未来へとつなぎ
実際の地域、人との関わりの中で
建築をより豊かにする
システム理工学部／建築デジタルデザイン研究室
水谷 晃啓 准教授

18 しばうら人 卒業生の「今」

学生と卒業生の交流イベント「Primo」で 
デザイン工学部の進路の選択肢を拡げたい 
株式会社日立製作所　砂子 咲季さん 
株式会社リクルート　平野 颯也さん
デザイン工学部 デザイン工学科　2025年3月卒業

20 ACTIVE STUDENTS! 活躍する芝浦工大の学生たち
理工学研究科 修士課程 建築学専攻 2年　福島 水柚さん 
工学部 機械工学課程 基幹機械コース 3年 　神永 颯太さん

2026
SUMMER

広報芝浦
Summer 2026.08

04 ［特集1］ 

創発棟（Emergence Hub）
―持続可能な未来を拓く新たな教育研究拠点―

10 ［特集3］ 

読者ギャラリー

私の芝浦ご飯 #シバ飯
12

周年事業を振り返る
創立100周年記念10回連載

～前編（8、50、60、70周年）～

秋大会ではメンバーが揃わ
ず他の部活から助っ人を借
りる状況で、一人ひとりが
ばらばらな方向を向いてい
る時期もありましたが、めげ
ずに練習を続けてきて最後
の夏にチームが一つになっ
てこの結果を出せたことがうれしいです。ま
た、強豪ひしめく東東京ベスト32の中に「芝
浦工大附」があることがとても感慨深いです。
大学でも野球を続けてもっと成長して活躍で
きるように頑張ります！

3年生 
小家 光さん

主将インタビュー



芝浦工業大学大宮キャンパス「創発棟（Emergence Hub）」は、本学創立100周年記念事業（O-CAMP2027: 
Omiya Campus Master Plan）の中核を担うプロジェクトです。特定成長分野「デジタル・グリーン・ウェルビー
イング」を拡充し、分野横断型の理工系教育研究を推進します。SDGsや脱炭素、地域の健康増進に寄与する空
間設計に加え、学生の主体的な学びを誘発する新ラーニングコモンズを整備しました。地域の方々にも広く活用さ
れ、親しまれる「まちに開かれたキャンパス」としての整備を一層推進してまいります。
＊創発（Emergence）：「個々の要素の単純な総和を超え、全体として新しい価値や特性が生まれ出る」ことを意味します。多様な分野の学生や研究者が集い、
交流し、協働することで、新たなアイデアやイノベーションが湧き上がる、そのような未来への期待が込められています。

脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」（
商
標
登
録
第
4
5
8
4
4
8
2

号
）
を
掲
げ
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か

し
た
教
育
研
究
環
境
の
創
生
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
さ
い
た
ま
市
と
の
連
携
を

強
化
し
、「
さ
い
た
ま
発
の
公
民
学
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
共
創
モ
デ
ル
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
デ
ジ
タ

ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

分
野
を
拡
充
す
る
拠
点
と
し
て
構
想
し

た
創
発
棟
は
、
脱
炭
素
社
会
へ
向
け
た

貢
献
を
果
た
す
実
践
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特集1 創発棟（Emergence Hub）
―持続可能な未来を拓く新たな教育研究拠点―

ZEB Ready 認証（Nearly ZEB認証予定）・BELS認証・CASBEE Sランク認証

2022～2026年目標（設計時）

ZEB Ready -50％
2026年以降（運用時）
ZEB Ready
for Nearly ZEB

将来計画（創エネ設備の拡充）
Nearly ZEB -75％
for ZEB

①外皮の高機能化
②再生・未利用エネルギー導入
③大規模建築の空調・換気

①自然換気システムの活用
②自然採光の活用
③電力消費の最適化

①創エネ設備の増設

人
と
自
然
が
対
話
す
る

穏
や
か
な
快
適
性

「
創
発
」
を
生
み
出
す
に
は
、
緩

や
か
な
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
（
偶

然
の
幸
運
な
発
見
）」
の
創
出
が
不

可
欠
で
す
。
創
発
棟
に
お
け
る
出

会
い
の
中
心
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
軸
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
配
置

さ
れ
た
ラ
ウ
ン
ジ
は
、「
グ
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
象
徴
と
し
て
、
豊

か
な
自
然
環
境
と
最
先
端
の
建
築

技
術
を
融
合
さ
せ
た
有
機
的
な
学

修
・
交
流
の
場
で
す
。

自
然
の
通
風
や
採
光
を
生
か
し

つ
つ
、
強
い
気
流
や
温
度
ム
ラ
を

抑
え
る
輻ふ
く
し
ゃ射

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
で
、「
陽
だ
ま
り
の

よ
う
な
暖
か
さ
」
と
「
木
陰
の
涼

し
さ
」
を
実
現
し
ま
し
た
。
内
部

と
外
部
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
穏
や

か
な
室
内
環
境
を
生
み
出
し
、
長

時
間
の
深
い
集
中
と
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
状
態
で
の
活
発
な
対
話
を

両
立
し
ま
す
。
利
用
者
の
感
性
を

刺
激
し
、
自
由
な
発
想
を
促
す
空

間
で
す
。

特 集 1  創 発 棟（ E m e r g e n c e  H u b ）― 持 続 可 能 な 未 来を拓く新 たな 教 育 研 究 拠 点 ―

多
様
な
出
会
い
を
誘
発
す
る
交
流
空

間
の
創
作
家
具
。
堀
木
エ
リ
子
氏
の
創

作
和
紙
の
躍
動
的
な
人
型
を
地
上
絵
に

し
、
そ
の
上
に
紙
管
を
用
い
た
軽
や
か

な
間
仕
切
り
と
ベ
ン
チ
を
配
置
し
ま
し

た
。
坂
先
生
に
学
び
な
が
ら
仲
間
と

創
っ
た
家
具
が
未
来
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。（
山
口
星
さ
ん
（
学
生
代

表
・
完
成
当
時 

大
学
院
修
士
2
年
））

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
創
作
家
具

躍
動
の
杜

■ 

デ
ザ
イ
ン
・
組
立
：
本
学
学
生

■ 

監
修
：
坂 

茂
（
本
学
特
別
招
聘
教
授
）
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白
い
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
、
キ
ン

ラ
ン
、
ギ
ン
ラ
ン
の
つ
ぼ
み
や
、
重
な
り
合
っ
た
花
び
ら

を
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
に
、
そ
こ
で
学
ぶ
学
生
の
個
性
が

芽
生
え
る
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
デ
ザ
イ
ン
、
形
や
色
が
空

間
を
彩
り
、
互
い
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
役
割
を
も
つ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

デ
ュ
ナ
ミ
ス
（Dunam

is

）
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲

学
に
お
け
る
「
可
能
態
」。
つ
ぼ
み
の
内
側
に
秘
め
ら
れ
た

「
こ
れ
か
ら
花
開
く
無
限
の
可
能
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
、

静
か
に
、
し
か
し
情
熱
的
な
力
強
さ
を
も
っ
て
芽
吹
こ
う

と
す
る
瞬
間
を
表
し
て
い
ま
す
。

主
体
的
学
習
を
育
む
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

分
野
横
断
型
の
学
び
と
、
学
生
の
主
体
的
な
学
修
姿
勢
を

育
む
新
た
な
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で
す
。
多
様
な
学
び
を

誘
発
す
る
た
め
に
、「
思
考
す
る
（
着
想
）」「
か
た
ち
に
す

る
（
試
作
）」「
対
話
す
る
（
議
論
）」「
表
現
す
る
（
発
表
）」

と
い
う
4
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
し
て
い
ま
す
。「
も
の
・
こ

と
づ
く
り
」
の
過
程
を
空
間
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
的
な

環
境
の
中
で
、
自
分
に
合
っ
た
学
修
ス
タ
イ
ル
を
実
践
で
き

ま
す
。
ま
た
、
産
学
官
連
携
コ
ー
ナ
ー
を
隣
接
さ
せ
る
こ
と

で
、「
社
会
に
学
び
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
」
と
し
て
の

意
欲
を
高
め
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
ま
す
。

澤
田
学
部
長
コ
メ
ン
ト

芝
浦
工
業
大
学
は
2
0
2
7
年
の
創
立

1
0
0
周
年
に
向
け
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
再

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「O

-CAM
P 2027

」
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
し
て
誕
生
し

た
「
創
発
棟
」
は
、
次
世
代
の
理
工
系
人
材

を
育
む
「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
中
核

拠
点
で
す
。

本
年
度
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
は
さ
ら
な

る
分
野
横
断
型
の
学
び
を
推
進
す
る
た
め
、

学
科
制
か
ら
課
程
制
へ
移
行
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
政
府
が
掲
げ
る
特
定
成
長
分
野

「
デ
ジ
タ
ル
」「
グ
リ
ー
ン
」「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
の
学
び
を
深
化
・
融
合
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
創
発
棟
に
は
、
共
同

研
究
を
促
す
ガ
ラ
ス
張
り
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

や
、
着
想
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
体
感
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

モ
ン
ズ
、
産
学
官
連
携
拠
点
「G・

CH
O
iCE

」

を
整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
1
階
に
は
地

域
住
民
も
利
用
可
能
な
「
地
域
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
」
を
設
け
、
最
新
機
器
を
用
い
た
研

究
と
地
域
活
性
化
を
両
立
さ
せ
ま
す
。

学
生
に
は
、
今
の
価
値
観
だ
け
で
道
を
選

ば
ず
、
あ
え
て
興
味
の
な
い
分
野
に
も
学
び

を
広
げ
る
「
創
造
的
な
迷
い
道
」
を
歩
ん
で

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
な
知
が
交

差
し
、
予
期
せ
ぬ
出
会
い
（
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ
）
が
生
ま
れ
る
こ
の
場
所
で
、
社
会
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
未
来
を
創
造
す
る

力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。
創
発
棟
は
、
学
生

と
地
域
、
産
業
界
が
共
に
新
た
な
価
値
を
創

出
す
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
出
発
点
な
の

で
す
。

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長
／
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
長

澤
田 

英
行

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル

デ
ュ
ナ
ミ
ス

■ 

安
東
陽
子
（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

特 集 1  創 発 棟（ E m e r g e n c e  H u b ）― 持 続 可 能 な 未 来を拓く新 たな 教 育 研 究 拠 点 ―
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■2025年度卒業・修了生就職先ランキング

就職先 人数 うち
女子

日本電気株式会社 35 人 5 人

本田技研工業株式会社 27 人 2 人

東京都庁 24 人 10 人

三菱電機株式会社 20 人 1 人

東日本旅客鉄道株式会社 19 人 3 人

大成建設株式会社 16 人 1 人

清水建設株式会社 12 人 2 人

株式会社長谷工
コーポレーション 12 人 3 人

トヨタ自動車株式会社 11 人 2 人

東京エレクトロン株式会社 11 人 1 人

SCSK 株式会社 11 人 2 人

就職先 人数 うち
女子

日本電気株式会社 22 人 3 人

本田技研工業株式会社 16 人

三菱電機株式会社 10 人 1 人

トヨタ自動車株式会社 9 人 1 人

ソフトバンク株式会社 9 人 2 人

川崎重工業株式会社 8 人

東京エレクトロン
株式会社 8 人

大成建設株式会社 7 人

キオクシア株式会社 6人

株式会社東芝 6人 2 人

ルネサスエレクトロニクス
株式会社 6人 1 人

学部卒業＋大学院修了 大学院修了

就職先 人数 うち
女子

東京都庁 21 人 8 人

東日本旅客鉄道株式会社 14 人 3 人

日本電気株式会社 13 人 2 人

本田技研工業株式会社 11 人 2 人

三菱電機株式会社 10 人

大成建設株式会社 9 人 1 人

株式会社長谷工
コーポレーション 8 人 2 人

日本発条株式会社 8 人

ＮＥＣソリューション
イノベータ株式会社 8 人 3 人

株式会社アルファ
システムズ 8 人

学部卒業

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
納
得
で
き

る
進
路
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
教
職
協
働
に
よ
る
き
め
細

か
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
度

の
就
職
率
1※

は
99
・
5
％
（
前
年
度
比
＋
0
・
2
ポ
イ
ン

ト
）、
有
名
企
業
4
0
0
社
2※
へ
の
就
職
率
は
42
・
4
％

（
同
＋
1
・
2
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
院
進
学
率
は
50
・
0
％
（
同
＋
1
・
0
ポ

イ
ン
ト
）
を
記
録
し
ま
し
た
。
有
名
企
業
4
0
0
社
を
は

じ
め
と
す
る
大
手
企
業
で
は
大
学
院
修
了
者
の
採
用
が
多

く
、
本
学
で
も
学
部
か
ら
大
学
院
ま
で
一
貫
し
た
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
子
学
生
の
就
職
率
は
学
部
・
大
学
院
を
合

わ
せ
て
2
年
連
続
で
1
0
0
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
女
子

学
生
が
理
工
系
分
野
で
自
ら
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
個
別
相
談
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女
性
技
術
者
・

研
究
者
と
の
交
流
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
進
路
選
択

か
ら
就
職
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行
い
、
社
会
で
活
躍
す

る
女
性
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
1� 

就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
確
定
者
の
割
合
（
就
職
者
数
／
卒
業
生
数－
進
学

者
数－

就
職
意
思
な
し
）。

※
2� 

有
名
企
業
4
0
0
社
：
大
学
通
信
社
が
日
経
平
均
株
価
指
数
採
用
銘
柄
、
企
業

規
模
、
知
名
度
、
大
学
生
の
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
を
参
考
に
選
定
し
た

4
0
0
社
。

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
支
援
が
、

確
か
な
進
路
実
績
へ

特集２

有名企業400社
実就職率

42.4%

就職率
（うち女子就職率100%）

99.5%

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で
は
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
個
別
面
談
を
実
施
し
、
希

望
や
適
性
に
応
じ
た
進
路
選
択
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
が
実
施
し
た
満

足
度
調
査
で
は
、
進
路
満
足
度
90
・
7
％
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
体
制
満
足
度
90
・
9
％
を
記
録
し
ま

し
た
。
学
生
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る

支
援
体
制
の
も
と
、

一
人
ひ
と
り
の
主
体

的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

と
納
得
感
の
あ
る
進

路
実
現
を
支
え
て
い

ま
す
。

就
職
活
動
の
早
期
化
に
対
応
し
、
学
内
合
同

企
業
説
明
会
や
企
業
見
学
会
を
充
実
さ
せ
た
結

果
、
説
明
会
参
加
者
数
は
昨
年
比
1
8
5
％
と

な
り
、
約
6
3
0
0
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
説
明
会
に
は
有
名
企
業
4
0
0
社
掲
載
企

業
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
度
の
東
京
都
職
員
採
用
（
選
考
）

技
術
職
区
分
（
建
築
・
土
木
・
機
械
・
電
気
）

で
は
、
本
学
か
ら
46
人
が
合
格
し
、
全
合
格
者

3
0
0
人
の
約
15
％
を
占
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

国
家
公
務
員
（
国
土
交
通
省
・
防
衛
省
）、
横
浜

市
・
さ
い
た
ま
市
な
ど
の
政
令
指
定
都
市
、

J
A
X
A
や
都
市
再
生
機
構
（
U
R
都
市
機

構
）
な
ど
の
公
的
機
関
・
法
人
に
も
多
く
の
卒

業
生
が
就
職
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
公
務

員
や
公
的
機
関
を
志
望
す
る
学
生
に
対
し
て
も

充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
い
、
高
い
就
職

実
績
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
キ
ャ
リ
ア
支
援

企
業
と
の
接
点
づ
く
り
を
強
化

4
0
0
社
を
中
心
と
し
た
説
明
会
・

見
学
会
を
実
施

公
務
員
分
野
で
も
高
い
実
績

東
京
都
技
術
職
合
格
者
の
約
15
％
を
輩
出
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#シバ飯#シバ飯

私私のの芝浦ご飯芝浦ご飯
芝浦工業大学の学生から届いた、写真とコメントでつくる読者参加型コーナー「読者ギャラリー」。芝浦工業大学の学生から届いた、写真とコメントでつくる読者参加型コーナー「読者ギャラリー」。

今回のテーマは #シバ飯。学食、購買、自炊、キャンパス周辺の“いつものご飯”が並びます。今回のテーマは #シバ飯。学食、購買、自炊、キャンパス周辺の“いつものご飯”が並びます。
おいしさだけじゃない、日常の気分や小さなこだわりも一緒に。芝浦工大の「今日の一皿」をのぞいてみませんか。 おいしさだけじゃない、日常の気分や小さなこだわりも一緒に。芝浦工大の「今日の一皿」をのぞいてみませんか。 

読 者 ギ ャ ラ リ ー

 �大宮キャンパス／ 
生協食堂

お昼の賑やかさとは一転して、夜の
食堂は落ち着いた雰囲気です。安く
てボリューム満点の温かいご飯が食
べられるのは学食の魅力です。しっ
かり食べて長い帰り道に備えます！

財布に優しくお腹いっぱいに！
夜の静かな学食

 �豊洲キャンパス／ 
Skyカフェテリア

いろんなメニューを好きなだけ盛れ
て幸 せ！ついつい盛りすぎでお腹
いっぱいに..!

今年から始まった
生協食堂の秤売りビュッフェ！

 �大宮キャンパス／ 
齋藤記念館

私は片道2時間かけて通学していま
す。月曜日は1-5限までフルで授業が
あり睡魔との戦いですが、この生ラ
ムネ玉を食べていつもやる気を出し
ています！

長い通学と
フルコマを乗り切る相棒！

 �豊洲キャンパス／ 
銀座シシリア豊洲店

生協の食堂かシシリア、どちらにしよ
うかいつも迷います  学生割引で
安く食べられます！

いつものシシリアでちょっと豪華な
お昼！（シーフードパスタとサラダ）

 �大宮キャンパス／ 
2号館教室

お昼休みの食堂はとても混んでいる
ので、私は朝に購買でお弁当やパン
を購入し、教室で友達といっしょに
ゆっくりしながらお昼ご飯を食べる
のが好きです。今日はパリパリ麺サ
ラダをいただきます！

昼休みは教室で

 �自宅（自炊）

帰ってきたらおなかがグーグー…今
日はサッとたくさん食べられるスープ
ご飯。デザートにたいやきをどうぞ 
疲れた夜も Let’ｓ男子ごはん！

男子ごはん＠ evening

 �『マリタイ』（さいたま市大宮区）

何度でも食べたいくらいおいしいお
店のカオマンガイとトムヤムクン

本場タイ料理

 �『あさま』（さいたま市見沼区）

大学近くで学生にも人気のお蕎麦
屋さん。1000円前後で満足感たっぷ
り、学生証提示で50円引きになるの
もうれしいポイントです。

午後からの授業前に
エネルギー補給

 �大宮キャンパス／ 
生協食堂

金曜日の１限の授業が終わり、バイト
もこなした後に大学食堂でおろしカ
ツ丼を。夕食メニューの中で一番好
きで、一人暮らしの私にとっては至福
のひとときです！

金曜日の夕方に
自分へのご褒美

 �大宮キャンパス／ 
ベーカリー前のアイス自販機

購買が閉まった後でも「アイス食べ
たい！」と思った時に頼れるベーカ
リー前の自販機です。歩きながら食
べて帰れば、カロリーは実質プラマ
イゼロ…かもしれません。

この夏にピッタリ！
頑張った日のご褒美アイス

 �豊洲キャンパス／ 
本部棟４階

いつもの朝を生協の朝食セットがク
リスマスに染めてくれる。いちごジャ
ムが口の中でとろけて、その甘さを
ほうじ茶が喉の奥へと流れ込み、口
の中を幸せで満たされる。

クリスマス色に
染まった朝食

 �芝浦工業大学国際寮（自炊）

誕生日パーティにはもってこいの一品

タコ焼き機で小籠包

 �自宅（自炊）

一人暮らしの朝はしっかり朝ごはん
を食べて元気よく大学へ…  なかな
か起きられない朝は簡単に作れるピ
ザトーストでおなかいっぱい、いって
きます！

男子ごはん＠ morning

 ��豊洲キャンパス／ 
本部棟４階

いつもの朝を励ます生協の朝食セッ
ト。生地と調和したトマトソースと甘
い紅茶が冷たい朝でも体に活力を
与えてくれる。

いつもの朝を
元気付ける朝食
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70
周
年
（
1
9
9
７
年
）

70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
人
間
主

義
の
工
学
・
工
学
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」を
テ
ー

マ
に
1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
0
年
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
下
記
で
振
り
返
り
ま
す
。

8
周
年
（
1
9
3
3
年
）

■  

八
周
年
記
念
祭

1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
11
月
3
日
、

4
日
に
創
立
8
周
年
と
新
校
舎
の
落
成
を

祝
っ
て
記
念
祭
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
有
元
史
郎
は
『
東
京
高
工
新
聞
』

（
1
9
3
3
年
11
月
10
日
付
）の
中
で
「
八

年
と
い
え
ば
、
こ
れ
を
少
年
に
た
と
え
れ

ば
既
に
学
齢
期
に
入
っ
て
一
人
歩
き
の
で

き
る
年
で
あ
る
。
本
校
ま
た
八
歳
の
齢よ
わ
いを

重
ね
て
、
こ
こ
に
八
周
年
記
念
祭
を
行
っ

た
」、「
八
は
我
が
国
に
於
い
て
は
実
に
目め

出で

度た

き
数
で
あ
り
、
本
校
ま
た
八
周
年
記

念
祭
を
挙
行
し
た
の
は
固も
と

よ
り
、
深
く
拠よ

る
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
所
見
を

述
べ
て
い
ま
す
。

50
周
年
（
1
9
7
7
年
）

1
9
7
7
（
昭
和
52
）
年
11
月
4
日
、

創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
周
年
事
業
と
し
て
卒
業
生
名
簿

の
発
行
と
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
記
念
植
樹

な
ど
を
行
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
は
創
立
者
が
誰
な
の
か
を
知
る
者

は
少
な
く
、
本
学
の
歴
史
を
振
り
返
る
時

代
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

内
に
校
史
編
纂
の
動
き
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
園
闘
争
の
混
乱
が
尾
を
引
き
、
創
立
50

周
年
誌
は
完
成
せ
ず
年
表
『
50
年
の
あ
ゆ

み
』
に
と
ど
ま
り
、
70
周
年
ま
で
年
表
は

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

60
周
年
（
1
9
8
7
年
）

教
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
今
ま
で

の
発
行
物
、
50
年
史
編
纂
委
員
会
の
収
集

資
料
、
そ
の
他
参
考
資
料
を
も
と
に
、『
芝

浦
工
業
大
学
60
年
の
軌
跡
』
が
シ
ス
テ
ム

工
学
部
記
念
出
版
と
し
て
1
9
9
1
年
に

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

創立100周年記念連載 6/10

周年事業を振り返る～前編（8、50、60、70周年）～
第6回、第7回は前後編の連続企画です。前編の今回は、8周年、50周年、60周年、70周年を振り返ります。

※
1

※
2

※
1 

学
校
の
設
立
申
請
か
ら
数
え
て
8
年
目
。

※
2 

八
周
年
記
念
祭
に
つ
い
て
は
、
創
立
80
周
年
記
念

式
典
で
創
立
者
有
元
史
郎
の
三
女
、
有
元
美
佐
子
・
ヘ

ン
ソ
ン
さ
ん
に
よ
る
講
演
の
中
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。八周年記念祭プログラム

『東京高工新聞』（1933年11月10日付） 80周年記念式典で話すヘンソンさん

『60年の軌跡』

参考文献：学校法人芝浦工業大学（1977年）『50
年のあゆみ』／学校法人芝浦工業大学（1987年）

『60年のあゆみ』／学校法人芝浦工業大学（1997
年）『70年のあゆみ』／芝浦工業大学柏高等学校

（1989年）『十年の歩み』／学校法人芝浦工業大
学広報課（1991年）『芝浦工業大学60年の軌跡』
／学校法人芝浦工業大学創立70周年記念事業事
務局（1998年）『学校法人芝浦工業大学創立70
周年記念事業記録集』／学校法人芝浦工業大学
広報課（2012年）『史料に見る芝浦工業大学』

70周年事業ポスター

1997年 全国縦断ロボットセミナー
（全国11か所）

1994年4月 北原白秋自筆による「校歌原稿」複製制作

1994年12月 「ニュートンのリンゴの木」
植樹祭実施

『創立70周年記念史』および
『創立70周年記念事業記録集』を発行

1998年5月 先端工学研究機構棟設置

1994年5月
　『有元史郎伝記』の復刻

1997年 全国10か所で「全国縦断地域
フォーラム＆ワークショップ」を開催

1998年10月 会津高原高杖セミナーハウス
竣工

1999年4月 柏中学校設置

1997年11月 創立記念式典（帝国ホテル孔雀の間）

1998年4月 猪苗代合宿教育センター
設置（中学・高等学校）

1995年5月 葉山セミナーハウス開設。
施設名称を「葉山マリンSIT」に決定
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水
谷
晃
啓
准
教
授
が
建
築
に
興
味
を
持
っ
た
一
つ
の
き
っ
か
け

は
、
幼
い
頃
に
保
育
士
だ
っ
た
母
が
定
期
購
読
し
て
く
れ
て
い
た
福

音
館
書
店
の
「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
」
シ
リ
ー
ズ
の
1
冊
、『
す
て

き
に 

へ
ん
な
家
』（
1
9
8
8
、
タ
イ
ガ
ー
立
石
・
作
）
と
い
う
絵

本
だ
っ
た
。

　
「
私
は
5
歳
ぐ
ら
い
の
時
に
そ
の
絵
本
に
出
会
っ
て
以
来
、
飽
き
る

こ
と
な
く
繰
り
返
し
読
ん
で
い
た
そ
う
で
、
今
で
も
大
切
に
手
元
に

残
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
例
え
ば
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
建
築
と
い
っ

た
大
学
で
学
ぶ
よ
う
な
も
の
も
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
由
な
発
想

で
描
か
れ
た
建
築
や
空
間
に
、
子
ど
も
な
が
ら
に
強
く
惹
か
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
父
が
建
築
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

た
た
め
、
家
の
中
に
仕
事
道
具
や
専
門
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
私
に
と
っ
て
建
築
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
日
常
の

延
長
に
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
現
在
に
至
る
私
の
研
究
者
、
実
務
家

と
し
て
の
あ
り
方
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
現
在
、
水
谷
准
教
授
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
建
築
研
究
に

従
事
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
点
は
、
芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
で
丹
下

健
三
（
1
9
1
3-
2
0
0
5
）
の
研
究
に
触
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
丹

下
と
い
え
ば
国
立
代
々
木
競
技
場
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
的
な
建
築

物
を
設
計
し
た
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
1
9
6
0
年
代
に
は

大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
都
市
計
画
や
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
用
い

る
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
「
2
0
0
7
年
か
ら
09
年
に
か
け
て
、
私
は
丹
下
研
究
室
の
最
後
の

卒
論
生
だ
っ
た
八
束
は
じ
め
教
授
（
当
時
）
の
研
究
室
に
所
属
し
て

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の
進
化
に
と
も
な
い
3
D
ス

キ
ャ
ン
、レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、3
D
プ
リ
ン
タ
な
ど
、デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
建
築
に
も
関
連
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
発
展
し
た
。水
谷
晃
啓
准
教
授
が
担

当
す
る
建
築
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
で
は
、こ
う
し

た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
新
た
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
、お
よ
び
既

存
建
築
の
再
生
に
効
果
的
に
導
入
、活
用
し
て
い
く
た
め
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

丹
下
健
三
の
研
究
を
現
代
的
な

技
術
を
用
い
て
社
会
に
生
か
す

m i c  C o l u m nS I T  A c a d e

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
建
築
再
生
の
両
輪
で

建
築
の
価
値
を
未
来
へ
と
つ
な
ぎ		

実
際
の
地
域
、人
と
の
関
わ
り
の
中
で

建
築
を
よ
り
豊
か
に
す
る

システム理工学部／ 
建築デジタルデザイン研究室

水谷 晃啓   准教授

撮影：長谷川健太

博士（工学）、一級建築士。芝浦工業大学大学院博士後
期課程修了後、隈研吾建築都市設計事務所を経て、豊
橋技術科学大学助教、講師、准教授を歴任。2024年に
芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科准教
授に着任し、学部改組を経て、2026年より現職。建築デ
ジタルデザイン、既存建築の再生、デジタルファブリケー
ションを専門とし、BIMやVR、3Dスキャンなどのデジタ
ル技術を活用した建築・都市デザインの研究・教育・実
践に取り組む。キッズデザイン賞、ウッドデザイン賞、日
本建築家協会（JIA）東海住宅建築賞などを受賞。産学
官連携による地域プロジェクトも推進している。
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デ
ジ
タ
ル
技
術
と
建
築
再
生
の
両
輪
で
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
水

谷
准
教
授
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
「
現

場
か
ら
考
え
る
こ
と
」。
す
な
わ
ち
地
域
に
出
て
、
現
場
で
見
出
し
た
課
題

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「
建
築
は
、
実
際
の
場
所
や
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
地
域
や
社
会
が
抱

え
る
課
題
に
向
き
合
い
、
そ
の
解
決
を
目
指
す
建
設
的
な
営
み
だ
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
机
上
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
設
計
や
も
の

づ
く
り
、
地
域
と
の
協
働
と
い
っ
た

実
践
を
通
し
て
得
ら
れ
た
問
い
を
起

点
に
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
で
用
い
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

も
、
あ
く
ま
で
人
や
地
域
の
あ
り
よ

う
、
建
築
の
価
値
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
、
よ
り
よ
い
意
思
決
定
に
つ
な

げ
る
た
め
の
手
段
で
す
。
技
術
そ
の

も
の
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、

“
建
築
を
よ
り
豊
か
に

す
る
こ
と
”
が
、
常
に
研
究

の
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
も
、
水
谷
准
教
授
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
現
場
で
の

建
築
実
践
を
よ
り
密
接
に
結

び
付
け
た
研
究
を
推
し
進
め

て
い
く
方
針
だ
。
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
加

え
、
A
I
や
V
R
な
ど
も
活

用
し
な
が
ら
、
新
た
な
建
築

の
設
計
だ
け
で
な
く
、
既
存
建
築
お
よ
び
地
域
の
再
生
と
い
っ
た
、
社
会

が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
実
践
的
な
提
案
が
で
き
る
研
究
室
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
研
究
成
果
を
論
文
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
実

際
に
建
築
や
地
域
で
形
に
し
、
社
会
へ
還
元
し
て
い
く
こ
と
も
重
視
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
学
生
に
対
し
て
は
、
建
築
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
他
分

野
へ
も
目
を
向
け
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

　
「
建
築
は
、
人
や
社
会
、
技
術
、
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
興
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
ほ

し
い
。
芝
浦
工
業
大
学
に
は
、
実
践
的
な
学
び
や
多
様
な
人
と
の
出
会
い

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
環
境
を
生
か
し
、
自
分
の
強
み
を
見
つ
け
、
絶

え
ず
挑
戦
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
の
は
、
誰
か
が
何
か
を
し
て
く

れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

積
み
重
ね
が
、
自
分
自
身
の
人
生
を
主
体
的
に
切
り
拓
く
力
を
育
み
、
建

築
や
社
会
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
通
じ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
時
の
論
文
や
資
料
を
読
ん
で
い
く
中
で
、
丹
下
の

発
想
に
は
現
在
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
A
I
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

も
通
じ
る
先
見
性
が
あ
る
こ
と
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、『
こ
の
研
究
は
、

も
っ
と
現
代
的
な
技
術
で
発
展
さ
せ
、
社
会
に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
』

と
強
く
感
じ
た
の
で
す
」

　
水
谷
准
教
授
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
つ
は
、
3
D
C
A
D
や
V
R
、
A
I
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
だ
。
建
築
や
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
、
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
と
も
に
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
や
C
N
C
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
加
工
機
を

活
用
し
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
誰
も
が
も
の
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
、

D
I
Y
に
近
い
新
し
い
建
築
生
産
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

　
「
2
0
1
0
年
頃
か
ら
、
私
は
建
築
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
う
や
っ
て
取
り
入
れ
る
か
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
A
I

が
台
頭
す
る
前
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
条
件
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力

す
る
と
、
な
ん
ら
か
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
行
う
、

い
わ
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
対
話
に
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
対
話
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て
い
た
時
期
に
、

日
本
で
も
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
と
い
う
、
3
D
プ
リ
ン
タ
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー

な
ど
を
提
供
す
る
小
規
模
な
工
房
が
展
開
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
要
は
、
誰

も
が
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
際
、
か
つ

て
は
図
面
を
引
き
、
職
人
に
依
頼
し
、
試
作
品
が
で
き
る
ま
で
に
数
日
か

か
っ
て
い
た
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
プ

ロ
セ
ス
を
ぎ
ゅ
っ
と
短
縮
で
き
る
。
こ
れ
を
ラ
ピ
ッ
ド
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン

グ
と
言
い
ま
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
組
み
合
わ
さ

る
こ
と
で
、
自
分
の
進
む
道
が
定

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
既
存

建
築
の
再
生
だ
。
建
物
を
壊
し
て

建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

建
築
が
持
つ
歴
史
や
地
域
性
、
時

間
の
積
み
重
ね
を
読
み
解
き
、
新

し
い
価
値
へ
と
更
新
す
る
設
計
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
建
築
再
生

は
、
一
見
す
る
と
異
な
る
テ
ー
マ

に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
の
中
で
は
ど
ち
ら
も

“
建
築
の
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

た
め
の
手
段
”
で
す
。
新
し
い
技

術
を
使
う
こ
と
自
体
が
目
的
で
は

な
く
、
建
築
や
地
域
の
魅
力
を
よ

り
豊
か
に
引
き
出
し
、
次
の
世
代

へ
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
」

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
建
築
再
生
は

建
築
の
価
値
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
手
段

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た

問
い
を
起
点
に
研
究
に
取
り
組
む

m i c  C o l u m nS I T  A c a d e
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卒 業 生 の 今

しばうら

Primo 対面イベント

Primo 対面イベント②

も
で
き
る
」「
社
会
人
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
見
て
も
ら
え
る
」
な
ど
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

年
２
～
３
回
開
催
し
、
学
生
と
卒
業
生
が

つ
な
が
る
場
所
を
つ
く
り
、
架
け
橋
に
な

り
た
い
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
な
ど
の
場
所
を
提
供
し
、
広
報

も
し
て
く
だ
さ
る
大
学
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

―
︱
高
校
生
や
在
学
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

砂
子　
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
仕
事
に
就
い
て
も
必
ず
役
に
立
ち
ま

す
。
芝
浦
工
大
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

さ
せ
て
く
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
環
境
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
野　
芝
浦
工
大
は
最
高
の
大
学
だ
と
私
は

心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生

や
仲
間
に
出
会
い
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
存
分

に
使
っ
て
学
生
時
代
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

の
持
つ
価
値
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
２
年
次

の
「
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
演
習
」
で
広
義

の
デ
ザ
イ
ン
に
向
き
合
い
、「
人
は
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
、
何
を
求
め
て
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に

た
ど
り
着
く
の
か
」
考
え
た
こ
と
も
、
デ
ザ

イ
ン
の
価
値
を
確
認
す
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

―
︱
現
在
の
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

砂
子　
株
式
会
社
日
立
製
作
所
で
社
会
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
鉄
道
、
工
場
、
電
力
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
、「
ど
の
よ
う
に
変

化
さ
せ
れ
ば
社
会
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
っ

て
い
く
か
」「
新
し
い
技
術
を
、
ど
の
よ
う

に
人
に
使
っ
て
も
ら
う
の
か
」「
使
う
人
が

ど
ん
な
体
験
を
し
、
ど
う
感
じ
る
の
か
」、

構
想
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
大
学
で
の

学
び
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

平
野　
私
は
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
で
デ

ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
課
題
を
可
視
化
し
、

不
確
実
性
の
高
い
課
題
に
も
踏
み
込
ん
で

サ
ー
ビ
ス
の
新
機
能
や
改
善
点
を
考
え
、

デ
ザ
イ
ン
視
点
で
最
適
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
探
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
マ
ー
ケ
タ
ー
な
ど

の
方
々
と
チ
ー
ム
で
仕
事
を
進
め
る
の
で

す
が
、
最
初
は
誰
の
目
に
も
方
向
性
が
見

え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

―
︱
お
二
人
が
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
る

Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
は
、
在
学
生
と
卒
業
生
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
2
0
2
5
年
11
月
に
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
立
ち
上

げ
の
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

平
野　
そ
も
そ
も
の
発
想
は
、
私
が
梁
元
碩

教
授
か
ら
お
誘
い
を
受
け
、
2
0
2
5
年

11
月
に
学
部
生
向
け
授
業
「
コ
ン
テ
ン
ツ

デ
ザ
イ
ン
」
で
90
分
間
の
講
義
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に「
継
続
的
に
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
」
と
い
う
強
い
想
い
が
生
ま
れ
、

砂
子
さ
ん
を
誘
っ
て
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
働
き

方
紹
介
、
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
、
作
品
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
会
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
に
３
回

開
催
し
ま
し
た
が
、
毎
回
満
席
の
盛
況
で
、

学
生
も
就
活
や
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
へ
の
不

安
が
大
き
い
の
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

砂
子　
私
自
身
も
学
生
時
代
、
デ
ザ
イ
ン
の

学
び
は
広
い
か
ら
こ
そ
仕
事
に
ど
う
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
、
自
分
は
何
者
に
な
れ
る
の
か

が
見
え
な
い
こ
と
が
悩
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
で
卒
業
生
の
リ
ア

ル
な
仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
学

生
の
皆
さ
ん
に
も
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え

て
く
る
の
で
は
？
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
野　

学
生
か
ら
は
「
就
活
に
役
立
つ
」

「
外
部
イ
ベ
ン
ト
で
は
聞
き
づ
ら
い
質
問

―
︱
大
学
時
代
、
お
二
人
は
ど
の
よ
う
な
学

び
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
？

砂
子　
私
は
当
初
、
形
あ
る
も
の
づ
く
り
を

中
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
や
が
て
情
報
系

デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
る
中
で
、
自
分
は
モ
ノ
に

落
と
し
込
む
よ
り
も
体
験
を
考
え
る
こ
と
が

好
き
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
以
降
、
Ｕ

Ｉ
・
Ｕ
Ｘ
を
本
格
的
に
学
び
、
そ
こ
で
平
野

く
ん
と
も
面
識
を
得
ま
し
た
。
３
年
次
に「
イ

ン
タ
フ
ェ
」
と
い
う
授
業
外
の
自
主
学
習

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
３
か
月
か
け
て
作
品
を

創
り
上
げ
た
時
も
同
じ
チ
ー
ム
で
、
こ
の
と

き
の
経
験
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
私
の
原

体
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
野　
私
は
も
と
よ
り
U
I
・
U
X
を
専

大
学
で
の
幅
広
い
学
び

心
躍
る
デ
ザ
イ
ン
と
の
出
会
い

攻
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
型
授
業

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
U
I
・
U
X

の
奥
深
さ
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
中
で

も
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
に
は
７
〜
８
回
参

加
し
、
課
題
認
識
が
多
様
な
人
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
一
つ
の
解
決

策
を
形
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
難
し
さ
と
楽

し
さ
を
肌
で
学
び
ま
し
た
。

砂
子　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
、

３
年
次
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
で
す
。

先
生
方
が
出
さ
れ
る
お
題
に
デ
ザ
イ
ン
を

提
案
す
る
授
業
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
企
業
と

の
コ
ラ
ボ
で
は
実
際
に
キ
ャ
ン
プ
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
実
際
の
体
験
を
観
察
し
、

記
録
し
て
分
析
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

通
し
て
、「
想
像
力
を
駆
使
し
て
使
う
人

の
目
的
や
体
験
を
考
え
る
」
大
切
さ
を
知

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
の

プ
ロ
セ
ス
に
面
白
さ
を
感
じ
、
本
格
的
に

就
活
に
向
か
う
こ
と
で
き
ま
し
た
。

平
野　
大
学
で
は
「
見
え
る
化
す
る
こ
と
の

価
値
」
を
多
く
学
び
ま
し
た
。
例
え
ば
、
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
国
籍
・
文
化
・
言
語

が
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
た
め
、
各
自

が
考
え
る
課
題
感
も
異
な
り
ま
す
。
ユ
ー

ザ
ー
自
身
が
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
課
題

を
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
な

ら
解
決
で
き
る
か
を
探
る
中
で
、
デ
ザ
イ
ン

学
生
と
卒
業
生
の

架
け
橋
に
な
り
た
い

学生と卒業生の交流イベント「Primo」で
デザイン工学部の進路の選択肢を拡げたい

2025年11月より活動
を開始した「Primo」。
主催する卒業生2人
に、デザインとの出会
いと、進路の悩みに寄
り添う思いを伺った。

創立以来10万人を超える
芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより 
世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、 
さまざまな方面で活躍する
卒業生を紹介します。

S
h
i
b
a
u
r
a
-
J
i
n

卒業研究 店舗インタビュー

グローバル PBL

インタフェ 表彰

PROFILE

砂子 咲季さん
Saki Sunako

株式会社日立製作所　
勤務

デザイン工学部 デザイン工学科
2025年3月卒業

PROFILE

平野 颯也さん
Soya Hirano

株式会社リクルート　
勤務

デザイン工学部 デザイン工学科　
2025年3月卒業
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使
い
や
す
さ
を
設
計
す
る

チ
ー
ム
力
で
掴
み
と
っ
た
2
連
覇

買
い
物
の
「
動
き
」
か
ら
、

理
系
の
視
点
×

活
躍
す
る
芝
浦
工
大
の
学
生
た
ち

ACTIVE
STUDENTS!

大学院理工学研究科 修士課程 
建築学専攻 2年

＃歴史ある商店街での合理的配慮

＃人と空間の関係性が支えるアクセシビリティ

う
絶
体
絶
命
の
事
態
が
起
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
車
両
長
や
副
車
両
長
を
中
心

に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
懸
命
に
修
理

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
午
後
の
出
走

ギ
リ
ギ
リ
で
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
チ
ー
ム
の
団
結

力
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

Q 

チ
ー
ム
力
を
高
め
る
た
め
、
主
将
と
し

て
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
部
員
が
増
え
た
こ
と
で
、
目
標
意
識
に

バ
ラ
つ
き
が
出
や
す
い
の
が
課
題
で
し

た
。
競
技
で
勝
ち
た
い
人
も
い
れ
ば
純

粋
に
車
が
好
き
な
人
も
い
ま
す
。
私
は
、

一
人
ひ
と
り
と
対
話
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
価

値
観
を
理
解
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
部
活
と
し
て
厳
し
く
縛
る
の
で
は

な
く
、
緩
め
る
時
は
緩
め
、
や
る
時
は
や

る
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
が
勝
つ
姿
を
見
せ

る
こ
と
で
、
後
輩
た
ち
が
こ
の
部
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
作
り
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

Q 

チ
ー
ム
力
の
他
に
2
連
覇
の
秘
訣

は
あ
り
ま
す
か
？

　
「
全
員
が
理
系
学
生
」
と
い
う
の
は
他

の
大
学
に
な
い
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
そ
の
ま
ま
整
備

に
生
き
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
材
料
力
学
で
学
ん
だ
強
度
計
算

の
知
識
が
、
車
両
を
壊
さ
な
い
た
め
の

考
え
方
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
科
の
学
生
が
お

り
、
物
質
化
学
課
程
の
学
生
は
オ
イ
ル

の
成
分
に
詳
し
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
の
知
識
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
整
備
を

行
え
ま
す
。

さ
ら
に
、「
感
覚
を
言
語
化
で
き
る
こ

と
」
も
強
み
の
一
つ
で
す
。
変
な
音
が

し
て
い
る
と
い
っ
た
抽
象
的
な
報
告
で

は
な
く
、
具
体
的
に
ど
こ
の
様
子
が
お

か
し
い
の
か
を
論
理
的
に
分
析
し
て
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
論
理
的

に
物
事
を
考
え
る
力
は
弊
部
な
ら
で
は

の
強
み
で
す
。

Q 

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
年
共
に
戦
っ
て
き
た
イ
ン
テ
グ
ラ

で
の
晴
れ
舞
台
も
、
次
の
全
日
本
大
会

が
最
後
に
な
り
ま
す
。
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
有
終

の
美
を
飾
れ
る
よ
う
、
部
員
一
丸
と

な
っ
て
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

舗
装
さ
れ
た
広
場
に
置
か
れ
た
パ
イ

ロ
ン
を
回
避
し
な
が
ら
走
行
タ
イ
ム
を

競
う
競
技
、
ジ
ム
カ
ー
ナ
。
芝
浦
工
業

大
学
自
動
車
部
は
5
月
に
行
わ
れ
た
全

関
東
学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手
権
大
会
で

見
事
団
体
2
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

Q 

全
関
東
大
会
2
連
覇
、
率
直
な
感

想
は
い
か
が
で
す
か
？

　
非
常
に
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
長
年
使
用
し
て
き
た
競
技

車
両
「
イ
ン
テ
グ
ラ
」
が
規
定
変
更
に
よ

り
最
後
の
学
連
戦
と
な
る
特
別
な
年
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
、
チ
ー

ム
全
員
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
に
は
深
い
思

い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

Q 

連
覇
の
裏
に
は
相
当
な
努
力
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
だ
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
大
会
直
前
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
本
当
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
車
両
が
30
年
前
に

製
造
さ
れ
た
車
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
走

る
た
び
に
ど
こ
か
が
壊
れ
、
走
っ
て
は

直
し
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
特
に
大
会

本
番
当
日
、
1
本
目
の
走
行
後
に
タ
イ

ヤ
を
固
定
す
る
部
品
が
破
損
す
る
と
い

工学部機械工学課程 基幹機械コース 3年

神永 颯太さん

＃自動車部

# 感覚を言語化

福島 水柚さん

合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
今
、

商
店
街
の
「
使
い
や
す
さ
」
を

見
つ
め
直
す　

車
い
す
利
用
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
、

商
店
街
で
の
買
い
物
は
「
段
差
が
あ

る
か
ど
う
か
」
だ
け
で
決
ま
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
築
学
専
攻
の

福
島
水
柚
さ
ん
は
、
事
業
者
に
よ
る
合

理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
歴

史
あ
る
小
規
模
店
舗
で
は
構
造
上
の
制

約
や
人
手
不
足
か
ら
十
分
な
対
応
が
難

し
い
場
面
も
多
い
現
状
に
着
目
。
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
商
店
街
空
間
の
あ
り

方
を
探
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

3
日
間
・
21
店
舗
を
調
査
。 

「
買
い
物
の
行
動
」
か
ら
課
題
と

可
能
性
を
読
み
解
く

福
島
さ
ん
が
調
査
対
象
と
し
た
の

は
、
東
京
都
墨
田
区
京
島
の
下
町
人

情
キ
ラ
キ
ラ
橘
商
店
街
。
3
日
間
で

21
店
舗
を
回
り
、
来
店
動
線
や
段
差
、

通
路
幅
、
レ
ジ
の
高
さ
、
店
員
の
声

掛
け
な
ど
を
丁
寧
に
記
録
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
負
担
が
大
き
か
っ

た
の
は
「
商
品
を
選
ぶ
」
場
面
。
陳

列
や
ポ
ッ
プ
の
位
置
が
高
い
と
商
品

を
見
つ
け
に
く
く
、
手
に
取
れ
て
も

元
に
戻
し
づ
ら
い
。
冷
凍
ケ
ー
ス
の

開
閉
や
セ
ル
フ
レ
ジ
の
操
作
も
負
担

に
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

「
ハ
ー
ド
＋
ソ
フ
ト
」
が
支
え
る

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

—

対
面
販
売
の
強
み

一
方
で
、
店
舗
側
の
工
夫
に
も
多
く

の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
対
面
販
売

の
店
舗
で
は
店
員
が
商
品
を
取
っ
て
見

せ
な
が
ら
説
明
し
、
会
計
や
荷
物
を
し

ま
う
ま
で
自
然
に
サ
ポ
ー
ト
。「
大
丈

夫
で
す
か
？
」「
後
ろ
の
バ
ッ
グ
に
入

れ
て
お
き
ま
す
ね
」
と
い
っ
た
何
気
な

い
声
掛
け
や
、
低
い
位
置
に
置
か
れ
た

見
や
す
い
ポ
ッ
プ
が
安
心
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
。
店
内
が
見
え
に
く
い
店

舗
で
は
入
店
を
た
め
ら
う
一
方
、
間
口

が
広
い
店
舗
で
は
声
を
掛
け
て
も
ら
い

や
す
い
。「
頼
み
や
す
さ
は
人
と
の
関
わ

り
だ
け
で
な
く
、
店
舗
の
間
口
や
見
通

し
、
商
品
の
配
置
、
手
す
り
に
も
左
右

さ
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
福
島
さ
ん

は
い
い
ま
す
。

受
賞
を
経
て
次
の
テ
ー
マ
へ
、

路
上
購
買
の
接
触
リ
ス
ク
に
も

着
目印

象
的
だ
っ
た
の
は
、「
段
差
ゆ
え

に
車
い
す
利
用
者
が
来
店
し
な
い
店
」

が
あ
る
一
方
で
、「
常
連
に
合
わ
せ
て

対
応
す
る
店
」
も
あ
っ
た
こ
と
。「
空

間
づ
く
り
に
よ
っ
て
利
用
者
と
の
接

点
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
安
心
感
に
も

つ
な
が
る
。
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は

設
備
だ
け
で
な
く
、
人
と
空
間
が
関

わ
り
合
う
こ
と
で
実
現
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
」。
福
島
さ
ん
は
こ
の
成
果

を
「
商
店
街
×
学
生 

ド
リ
ー
ム
プ
ラ

ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
発
表
し
、
東

京
商
工
会
議
所
墨
田
支
部
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
今
後
は
路
上
で
の
購
買

に
伴
う
歩
行
者
や
自
転
車
と
の
接
触

リ
ス
ク
に
も
注
目
し
、
什
器
配
置
や

サ
ポ
ー
ト
体
制
、
商
店
街
周
辺
を
含

め
た
街
路
空
間
の
あ
り
方
を
提
案
し

て
い
く
考
え
で
す
。「
誰
に
と
っ
て
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
、
現
実

的
な
形
で
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

21 20



5
月
4
日
、「
秩
父
宮
賜
杯
第
58
回
全
日
本
大
学
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
推
薦
校
選

考
会
」が
レ
モ
ン
ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
で
開
催
さ
れ
、

駅
伝
部
が
3
年
ぶ
り（
2
回
目
）に
出
場
し
ま
し
た
。結
果

は
過
去
最
高
の
総
合
14
位
と
な
り
、強
風
吹
き
荒
れ
る
厳

し
い
レ
ー
ス
の
中
、8
人
全
員
が
最
後
ま
で
粘
り
強
い
走

り
を
見
せ
ま
し
た
。箱
根
駅
伝
常
連
の
強
豪
校
が
ひ
し
め

く
中
で
、着
実
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
成
長
を
見
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
と
し
て
戦
う
次
戦
は
い
よ
い
よ
箱
根
駅
伝
予
選

会
で
す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

4
月
13
日
か
ら
5
月
15
日
ま
で
の
5
週
間
、タ
イ
王
国

政
府
派
遣
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム「ODOS

（One District 
One Scholarship

）Sum
m

er Cam
p 2026

」の
奨
学

生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、タ
イ
王
国

の
将
来
を
担
う
高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
理
工
系
人
材

育
成
事
業
で
あ
り
、本
学
は
日
本
で
唯
一
の
受
け
入
れ
大

学
と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。

期
間
中
、複
数
の
研
究
室
へ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
属

を
通
じ
た
ラ
ボ
ワ
ー
ク
体
験
や
英
語
開
講
授
業
の
聴
講
と

い
っ
た
本
学
の
先
進
的
な
工
学
教
育・
研
究
環
境
を
活
用

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
日
本
文
化
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

4
月
14
日
に
は
熱
海
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
会
式・
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
在
タ
イ
王
国
日
本
大
使
館

一
等
書
記
官 

谷
村
隆
昌
氏
、タ
イ
政
府
デ
ジ
タ
ル
経
済
推

進
庁
・
O
D
O
S
日
本
国
責
任
者Dr. Kitti Koonsanit

氏
、本
学
副
学
長・
工
学
部
長 

苅
谷
義
治
が
挨
拶
を
行
っ

た
ほ
か
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
や「
デ
ザ
イ
ン
＆
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」に
関
す
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
に
は
、タ
イ
政
府
機
関
関
係
者
や

本
学
関
係
者
が
参
加
す
る
中
、学
習
の
成
果
報
告
会
お
よ

び
修
了
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
成
果
報
告
会
で
は
、参

加
学
生
よ
り「
大
学
の
研
究
室
で
専
門
的
な
活
動
を
行
う

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
工
学
分
野
へ
の
興
味・
関
心
が

高
ま
っ
た
」や「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
時
間
厳
守
の
文

化
や
規
則
正
し
さ
、剣
道
や
茶
道
を
通
じ
て
、日
本
の
礼

儀
作
法
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

タ
イ
王
国
政
府
派
遣
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
「O

D
O

S Sum
m

er Cam
p 2026

」 
芝
浦
工
業
大
学
が
日
本
で
受
け
入
れ
る
唯
一
の
大
学
に

修了式の集合写真

成果報告の様子

オリエンテーションの様子

日本文化体験（剣道・茶道の様子）

駅
伝
部
が
「
全
日
本
大
学
駅
伝 

関
東
地
区
選
考
会
」
に
3
年
ぶ
り
に
出
場
し
ま
し
た

種目 組 着順 氏名（学年） タイム

10000m 1 組 21 着 大関 星斗（1） 30'46" 90

10000m 1 組 29 着 森尻 悠翔（2） 31'13" 83

10000m 2 組 25 着 田中 敬（1） 30'29" 83

10000m 2 組 29 着 小林 圭吾（3） 30'44" 04

10000m 3 組 18 着 丹野 暁翔（4） 30'02" 23

10000m 3 組 24 着 植田 航生（4） 30'15" 34

10000m 4 組 36 着 岩瀬 駿介（2） 30'02" 31

10000m 4 組 39 着 後藤 秀波（2） 30'43" 93

個人記録

チーム記録
総合順位 タイム

14位 4時間4分18秒41

レース後の
監督コメントはこちら

駅伝部特設サイトは
こちら

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟

推
薦
校
選
考
会
と
は

全
日
本
大
学
駅
伝
は
、箱
根
駅
伝
、出

雲
駅
伝
と
と
も
に「
学
生
三
大
駅
伝
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。本
選
考
会
で
は
出
場

校
20
校
で
1
校
2
人
ず
つ
、
４
組
で

1
0
0
0
0
m
の
レ
ー
ス
を
行
い
、8
人

の
合
計
タ
イ
ム
の
上
位
7
校
が
関
東
地
区

の
代
表
校
と
な
り
全
日
本
大
学
駅
伝
本

大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
す
。大
学
陸
上

長
距
離
種
目
で
は
、箱
根
駅
伝
を
開
催
す

る
関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
に
強
豪
校

の
ほ
と
ん
ど
が
加
盟
し
て
お
り
、関
東
地

区
選
考
会
は
全
国
で
最
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

選
考
会
で
す
。全
日
本
大
学
駅
伝
へ
の
関

東
地
区
か
ら
の
出
場
は
シ
ー
ド
校
を
含
め

て
15
校
の
た
め
、本
選
出
場
の
難
易
度
は

箱
根
駅
伝
よ
り
も
高
い
と
い
え
ま
す
。
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

5
月
17
日
、大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
30
回
大
宮
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。大
宮
祭
は「
地
域
と
の
交
流
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
学
園
祭
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「SPARK

」。
火
花
の
よ
う
に
弾
け
る
学
生
の
ア
イ
デ
ア

が
、連
鎖
す
る
よ
う
に
盛
り
上
が
り
を
生
み
出
し
た
い
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
昨
年
更
新
さ

れ
た
来
場
者
数
を
さ
ら
に
上
回
る
、
過
去
最
高
の

6
2
2
8
人（
の
べ
数
）が
来
場
し
ま
し
た
。地
域
に
開
か

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
る
大
学
と
実
行
委
員
会
の

思
い
が
重
な
り
、小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
ご
家
族
や
小
・

中
学
生
、高
齢
の
方
ま
で
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
た
く
さ

ん
の
方
が
楽
し
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

第
30
回 

大
宮
祭
に
2
年
連
続
過
去
最
多
の
来
場
者

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、女
子
生
徒
の

理
工
系
分
野
へ
の
関
心
を
高
め
、進
路

選
択
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、女
子
中
学
・
高
等
学
校
と
の
教
育

連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
3
校
と
教
育
連
携
協
定

を
締
結
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
度
新

た
に
13
校
と
協
定
を
締
結
し
、協
定
校

は
16
校
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
女
子
中
学・
高

等
学
校
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大

幅
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

協
定
校
と
は
、大
学
教
員
に
よ
る
出

張
講
義
や
研
究
室
見
学
、在
学
生
と
の

交
流
企
画
な
ど
を
実
施
し
、理
工
系
分

野
の
学
び
や
研
究
の
魅
力
を
伝
え
て
い

ま
す
。
特
に
、本
学
の
女
子
学
生
や
大

学
院
生
と
の
交
流
は
、理
工
系
を
学
ぶ

身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
出
会
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
、生
徒
た
ち
が
大
学

で
の
学
び
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
具
体

的
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
女
子
中
学・
高
等
学
校
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
、理
工
系
分
野
で

活
躍
す
る
女
性
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

建
築
学
専
攻
の
大
学
院
生
が
、4
月

25
日
に
行
わ
れ
た「
サ
ン
ゴ
バ
ン
国
際

学
生
建
築
コ
ン
テ
ス
ト
」日
本
大
会（
主

催 

サ
ン
ゴ
バ
ン
グ
ル
ー
プ（
東
京
都
千

代
田
区
））で
、2・3
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。2
0
0
4
年
に
始
ま
っ
た
国
際
学

生
建
築
コ
ン
テ
ス
ト
は
、2
0
2
6
年

で
第
21
回
を
迎
え
ま
す
。2
0
2
5
年

は
33
カ
国
・
2
1
1
大
学
か
ら

1
3
6
0
人
が
参
加
。2
0
2
6
年
は

セ
ル
ビ
ア・ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
舞
台
に
、

持
続
可
能
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
を

募
集
し
ま
し
た
。

■
２
位　
作
品
名『Belgrade2.5

』

内
田
竜
太
朗
さ
ん
、柳
瀬
奏
人
さ
ん
、

孫
道
衡
さ
ん

審
査
員
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
、

と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
今
回

は
２
位
と
い
う
結

果
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
悔
し
さ
を
糧

に
さ
ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
３
位　

作
品
名『M

AN
Y FACE 

O
F

…
』

本
田
伊
吹
さ
ん
、吉
野
暁
雄
さ
ん
、

日
名
泰
聖
さ
ん
、古
島
光
さ
ん

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
4
年
間
で
学

ん
だ
こ
と
の
集
大
成
と
し
て
本
コ
ン
ペ

に
取
り
組
み
ま
し
た
。環
境
シ
ス
テ
ム

学
科
な
ら
で
は
の
分
野
横
断
を
生
か

し
、建
築
形
態
と
環
境
配
慮
を
行
き
来

し
て
設
計
を
進
め
ま
し
た
。公
開
審
査

で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
、よ
り
実

務
的
で
大
人
な
提
案
で
あ
る
一
方
で
イ

ン
パ
ク
ト
が
足
り
な
い
と
ご
指
摘
い
た

だ
き
ま
し
た
。受
賞
を
誇
り
に
思
う
と

同
時
に
、ご
指

導
い
た
だ
い

た
先
生
方
や

先
輩
方
に
感

謝
し
、今
後
の

研
究
活
動
に

生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

建
築
学
専
攻
の
大
学
院
生
が
、
サ
ン
ゴ
バ
ン
国
際

学
生
建
築
コ
ン
テ
ス
ト
で
2
・
3
位
に
入
賞

女
子
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
拡
大

女子校との教育連携協定締結校
2022年度
昭和女子大学附属昭和高等学校
山脇学園高等学校
2023年度
実践女子学園中学校高等学校
2025~2026年度
鎌倉女学院中学校高等学校
カリタス女子中学高等学校
国府台女子学院高等部
大妻中学高等学校
共立女子中学高等学校
江戸川女子中学校・高等学校
品川女子学院高等部
大妻中野中学校・高等学校
恵泉女学園中学・高等学校
晃華学園中学校高等学校
光塩女子学院中等科・高等科
普連土学園中学校・高等学校
淑徳与野中学・高等学校

計16校

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
た

キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
計
画「O-CAM

P 2027

」が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
芝
生
広
場
や
創
発
棟
に
続
き
、カ
フ
ェ
テ

リ
ア
棟
の
新
設
や
地
域
の
方
も
利
用
で
き
る
施
設
の
拡
充

な
ど
、今
後
も
地
域
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進

め
る
計
画
で
す
。
今
後
の
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
、そ
し
て
大

宮
祭
の
さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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イ
ン
ド
名
門
校
と
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た

芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

附
属
中
学
高
等
学
校（
以
下
、附
属
中

高
）で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
注
力
し
、

生
徒
が
在
学
中
に
海
外
で
学
び・
交
流

す
る
機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
海
外
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
交
流
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、イ
ン
ド
の
名
門
私

立
学
校Lotus Valley International 

School（
以
下
、ロ
ー
タ
ス
バ
レ
ー
校
）

と
の
相
互
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

3
月
26
日
か
ら
4
月
2
日
に
は「
イ

ン
ド
最
先
端
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
附
属

中
高
の
生
徒
30
人
が
イ
ン
ド
を
訪
問
し
、

ロ
ー
タ
ス
バ
レ
ー
校
の
生
徒
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
学
校
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
歓
迎
会・
体
験
授
業・
遠
足
に

加
え
、世
界
遺
産
の
見
学
、日
系
企
業
や

イ
ン
ド
工
科
大
学
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、

多
面
的
な
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

5
月
27
日
か
ら
6
月
2
日
に
は
、ロ
ー

タ
ス
バ
レ
ー
校
の
生
徒
が
訪
日
し
、附
属

中
高
の
生
徒
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
受
け
入
れ
ま
し
た
。授
業
参
加
や
都
内

観
光
、熱
海
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
交
換
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
な

ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
務
め
た
生
徒
か

ら
は「
食
生
活
や
時
間
感
覚
な
ど
文
化
の

違
い
に
驚
い
た
」「
ダ
ン
ス
や
歌
に
圧
倒
さ

れ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、担
当
教
諭
は「
生
徒
が
異
な
る
文
化
や

価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
交
流
で
き
た
こ
と

は
視
野
を
大
き
く
広
げ
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
春

休
み
の
イ
ン
ド
最

先
端
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
け
で
な
く
、個

人
的
に
は
イ
ン
ド

へ
の
短
期
留
学
な

ど
の
取
り
組
み
も

し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

附
属
中
高
で
は
、「
世
界
で
活
躍
し
、世
界

を
変
え
る
理
工
系
人
材
の
育
成
」と
い
う
教

育
理
念
の
も
と
、中
高
一
貫
生
を
対
象
に

「
工
学
探
究
」の
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
授
業
で
は
、理
工
系
の
知
識
を
活
用
し
て

社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、2
年
間
か

け
て
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
ま
す
。

6
月
29
日
、
高
校
1
年
の
一
貫
生

1
5
8
人
を
対
象
に
、独
立
行
政
法
人

工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館

（
I
N
P
I
T
）に
よ
る
知
財
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

探
究
テ
ー
マ
を
考
え
始
め
る
時
期
に
、

「
新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
」上
で
重
要

と
な
る
新
規
性
や
知
的
財
産
権
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
当
日
は
I
N
P
I
T
か
ら

2
人
の
講
師
を
招
い
て
、知
的
財
産
権

の
基
本
や
ル
ー
ル
、身
近
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
関
す
る
特
許
、知
的
財
産
権
を
め

ぐ
る
事
例
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「J-PlatPat

」を
使
い
、企
業
が
保
有
す

る
特
許・
意
匠・
商
標
な
ど
を
検
索
す
る

体
験
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
自
分
が
探

究
で
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
本

当
に
独
自
性
が
あ
る
の
か
調
べ
る
き
っ
か

け
な
っ
た
」「
既
存
の
技
術
を
調
べ
る
こ
と

で
、自
分
の
探
究
に
生
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
を
担
当
し
た
金
森
教
諭
は
、「
特
許

の
専
門
家
を
お
招
き
し
た
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、生
徒
に
も
教
員
に
も
非
常
に
刺
激
的
な

学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
高
大

接
続
を
さ
ら
に
加

速・強
固
な
も
の
と

し
、
よ
り
高
度
な

探
究
活
動
へ
と
発

展
さ
せ
て
い
き
た

い
」と
今
後
の
展

望
を
語
り
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者 

梶
田
隆
章
先
生
に

よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

5
月
27
日
、2
0
1
5
年
ノ
ー
ベル
物
理

学
賞
受
賞
者
で
あ
り
、ニュー
ト
リ
ノ
振
動
の

発
見
で
知
ら
れ
る
梶
田
隆
章
先
生
に
よ
る

特
別
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。講
演
に
は
、

グ
ロ
ー
バル
サ
イ
エン
ス
ク
ラ
ス
の
高
校
1・

2
年
生
に
加
え
、「
さ
く
ら
サ
イ
エン
ス・ハイ

ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」※
で
来
校
し
た
海
外

の
高
校
生
74
人
が
参
加
し
、講
演
と
質
疑

応
答
は
すべて
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、ニュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
研
究
か

ら
重
力
波
観
測
に
至
る
ま
で
、最
先
端
の

物
理
学
研
究
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、梶
田
先
生
自
身
が
研
究
者
を

志
し
、長
年
に
わ
た
り
探
究
を
続
け
て
き

た
歩
み
に
も
触
れ
、「
結
果
を
得
る
に
は
長

い
時
間
と
忍
耐
が
必
要
」「
夢
を
持
ち
続
け

て
く
だ
さ
い
」と
、生
徒
た
ち
へ力
強
い
メッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、貴

重
な
機
会
に
次
々
と
手
が
挙
が
り
、活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、生
徒
た
ち

の
高
い
関
心
が
伺
え
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、生
徒
た
ち
は
海
外
の

高
校
生
と
一
日
バ
ディ
と
し
て
交
流
し
、英

語
で
のコ
ミュニ
ケ
ー
ション
を
通
じ
て
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。書
道
や
茶
道
の
お
点
前

な
ど
の
日
本
文
化
を
共
に
体
験
し
た
ほ
か
、

校
内
ツ
ア
ー
で
は
日
本
の
学
校
生
活
も
紹

介
。短
い
時
間
な
が
ら
温
か
な
交
流
が
生
ま

れ
、別
れ
を
惜
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

本
講
演
と
国
際
交
流
を
通
し
て
、生
徒

た
ち
は
世
界
最
先
端
の
科
学
に
触
れ
る
と

と
も
に
、多
様
な
価
値
観
に
出
会
い
、学
び

への
視
野
を
広
げ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

老
朽
化
し
て
い
た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の

改
修
工
事
が
完
了
し
、新
た
な
学
び
と

交
流
の
場
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
修
で
は
、「
学
校
の
中
に

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
」と
い
う
生
徒
会

の
提
案
も
参
考
に
し
な
が
ら
、従
来
の

座
席
数
を
可
能
な
限
り
維
持
し
つ
つ
、

落
ち
着
い
た
カ
フ
ェ
空
間
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
温
か
み
の

あ
る
木
目
調
の
家
具
と
落
ち
着
い
た
グ

リ
ー
ン
を
基
調
と
し
た

内
装
を
採
用
し
、植
栽

付
き
の
ビ
ッ
グ
テ
ー
ブ

ル
を
は
じ
め
、集
中
し

て
自
習
が
で
き
る
1
～

2
人
席
や
、友
人
と
一

緒
に
食
事
や
勉
強
が
で

き
る
B
O
X
席
な
ど
、

多
様
な
利
用
形
態
に
対

応
し
た
計
2
1
6
席
を

設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、食
券
の
購
入
か
ら
食
事
の
受

け
取
り
ま
で
の
動
線
を
見
直
し
、混
雑

時
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る
よ
う

改
善
し
ま
し
た
。

食
事
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、放

課
後
の「
ノ
マ
ド
学
習
」や
気
分
転
換
の

場
と
し
て
の
活
用
も
見
込
ま
れ
て
お
り
、

生
徒
た
ち
が
和
や
か
に
、そ
し
て
集
中

し
て
過
ご
せ
る
新
た
な
学
び
の
拠
点
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※さくらサイエンス・ハイスクールプログラム：国
立研究開発法人科学技術振興機構（JST）主
催。海外の高校生を日本に招き、日本の科学技
術への関心を高める交流プログラム。

I
N
P
I
T
に
よ
る

知
財
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た

27 26


